全国町村議会議長会第６２回定期総会　挨拶
平成２３年２月９日

本日　ここに、全国町村議会議長会　第６２回定期総会を開催するに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

初めに、ご来賓の　鈴木　総務副大臣をはじめ、原口　衆議院総務委員長並びに藤原　全国町村会長におかれましては、政務極めてご多端の中、ご臨席を賜り、厚く御礼申し上げます。

ご来賓の皆様には、平素から、私ども町村のために格段のご支援とご協力をいただいておりますことに対し、心から敬意と感謝の意を表する次第であります。

また、都道府県会長並びに事務局長の各位には、揃って本総会にご出席いただき、誠に有難うございます。
本日は、議事に先立ち、自治功労者並びに町村議会の表彰を行いますが、自治功労の受章者各位におかれましては、永年にわたり議会活動を通じて地方自治の振興発展に顕著なご功績があった方々であり、また、町村議会表彰及び議会広報コンクール表彰につきましては、全国の町村議会の模範となる、めざましい活動をされている団体であります。

ここに改めて深く敬意を表しますとともに、心からお祝いを申し上げます。誠におめでとうございます。
さて、平成２３年も早や、ひと月が経過しました。

この間、日本海側を中心とする記録的な豪雪や鳥インフルエンザの発生、新燃岳の噴火等により、当該地域の住民の皆様は多大な被害を被っており、さらに農林業や漁業等にも深刻な影響を及ぼしております。

ここに被害に遭われた方々にお見舞いを申し上げるとともに、一刻も早く国と地方が一体となって対応に万全を期するよう本会としても要請して参ります。
一方、国内の経済状況を見ますと、景気の足踏み状態が続く中、地域経済や雇用情勢は依然として厳しく、地方が明るさを取り戻し元気になるにはまだまだ時間が掛かる状況にあります。
こうした中、政府は総額９２兆４千億円の平成２３年度一般会計予算案を決定し、今国会に提出しました。当初予算としては、過去最大の規模となりますが、２年連続で新規国債の発行額が税収を上回る厳しい財政状況となっております。
また、平成２３年度の地方財政計画では、地方交付税は５千億円ほど前年を上回る１７兆４千億円が確保され、一般財源の総額も前年度とほぼ同額となりました。
しかしながら、町村においては、財政面、行政サービス面において、地域間格差がますます拡大するとともに、少子高齢化や過疎化などの問題に直面し、依然として厳しい舵取りを迫られております。
特に、町村の基幹産業である農林水産業は、深刻な状況となっており、国は国内の農林漁業の振興に関し、早急に実効ある対策を実施するとともに、農家の戸別所得補償やＴＰＰ問題に関しては、生産者及び町村の意見をしっかりと聞き、反映させるべきであり、本会としても今後あらゆる機会を捉え、要請を行って参る所存であります。
また、「国と地方の協議の場」の法制化や義務付け・枠付けの見直し等が盛り込まれた、地域主権改革の試金石となるべく「地域主権関連法案」は未だ成立にするに至っておりません。これから地方が明るい展望を拓いていくためには、国と地方がそれぞれ力を出し合い、支え合っていくことが肝要であり、国は国家存立及び国家戦略に係る役割に専念し、地方のことは地方に任せる真の地域主権改革の実現が必要不可欠であると考えますので、引き続き法案の早期成立を求めて参る所存です。

さらに、地域主権改革の実現に伴い、地方公共団体の自主性・自立性は格段に高まり、地方議会の役割と責任はますます大きくなります。最近では、住民の期待と信頼に応えるべく、議会基本条例の制定や通年議会の導入、住民懇談会の開催等議会の活性化に積極的に取り組む地方議会が増えて参りましたが、本格的に地方議会の機能を強化するには、現行地方自治法の制約もあり、その抜本的な改正を待たねばなりません。
現在、国の地方行財政検討会議においては、地方自治法の抜本見直しの検討を行っており、「地方政府基本法」の成立を目指しておりますが、私どもは自らも議会改革に積極的に取り組むとともに、国に対しては議会として本来の役割を十分に果たすことができるような改正となるよう、要請して参りたいと考えております。
次に、地方議会議員年金制度についてですが、昨年１２月、国からの廃止方針が示され、本会としてはこれをやむなく受け止めることを決定し、廃止に伴う措置について、国や政党に対して要請して参りました。今通常国会には、制度の廃止に伴う措置を講ずる法案が提出される予定となっておりますが、廃止に当たって、混乱が生じないよう本会としても適切に対処して参りたいと考えております。
本年も、我々町村にとりまして非常に大事な年になるかと存じますが、新鮮な水と空気を供給し、自然と生態系の調和を図るという大事な役割を果たしている全国の町村が、将来にわたって明るい展望を切り開いていくことができますよう、全国町村会と連携を一層密にして、町村における諸課題の解決に当たって参りたいと存じます。
終わりに、ご来賓の諸先生方をはじめ、ご出席の皆様方のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ、ご挨拶とします。

全国町村議会議長会　　　

会　長　　野　村　　弘
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